「化学基礎」質問に対する回答
ワークシート「酸化還元」１　課題６　など、塩（例：ZnCl2）の酸化数が分からない
ZnCl2は、
1.イオン結合していること（Zn○＋、Cl●－のままで結合している）

2.Znは普通Zn2＋というイオンになること、またはClは普通Cl－というイオンになること

という最低２つの知識が必要です。
今回のテストでは、塩は陽イオンと陰イオンからできていることを明示します。例えばZnCl2はZn2＋とCl－からなると書きますので、酸化数はZn(＋2)、Cl(－1)と分かります。
ワークシート「酸化還元」２　課題４　が分からない

金属樹ができる条件は

イオン化傾向の小さい金属が陽イオンで存在していて、

イオン化傾向の大きい金属片が投入されたとき

です。

CuSO4水溶液にはCu2＋イオンが含まれています。そこにZn片を入れると、イオン化傾向Zn＞Cuにより、金属樹ができます。できる金属微結晶はCu単体です。逆に水溶液にはZn2＋イオンが増えていくことになります。

Cu2＋ ＋ Zn → Cu ＋ Zn2＋
ZnSO4水溶液にCu片を入れても、Zn＞Cuですから金属樹はできません。

Cu(NO3)2水溶液にAg片を入れても、Cu＞Agですから金属樹はできません。

ワークシート「酸化還元」２　課題５（教科書　問２８）　が分からない

教科書P117にあった反応結果の図47と同等のものを試験冊子に入れます。それを読み取って反応結果を導いてください。不動態を除き、基本的にはイオン化傾向の大きいものはいかなる反応でもしやすく、イオン化傾向の小さいものはいかなる酸でも反応しにくいです。

なお、希塩酸、希硝酸の「希」は希薄溶液の希です。薄い塩酸、薄い硝酸という意味です。

反対語は「濃」です。薄い酸で反応する金属は、濃い酸でも同様に反応するのが基本です。（不動態を除く）

熱濃硫酸は、濃硫酸を熱したものです。

ワークシート「酸化還元」２　課題６　が分からない

「AgO」と「CuO」に対して加熱という同じ操作をしていますが、結果は

「Ag生成」と「CuO不変」でした。

このことから、　還元されやすさ　Ag＞Cu　と言えます。

ということは、　酸化されやすさ　Ag＜Cu　と言えます。

聞かれているのはイオン化しやすさなので、同じく　Ag＜Cu　です。

以下同様に、同じ操作をして比べることによりイオン化傾向が調べています。

